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要　　旨
　本研究では，高齢者を対象に実施した睡眠研究の睡眠評価方法には，どのような方法が選択されており，最
も高齢者に適している方法を検討するために，1990 年から 2017 年 5月まで医中誌，CiNii に掲載された 24
件の文献に対し，文献検討を行った．
　その結果，睡眠評価方法は，主観的睡眠評価を用いている文献は 9件，客観的睡眠評価を用いている文献は
6件，両方を用いている文献は 9件であった．また，高齢者の睡眠評価に適した方法について，それぞれの睡
眠評価ツールで用いられた睡眠評価項目を検討した．以上のことから，高齢者の睡眠を正確に評価するために，
主観的・客観的睡眠評価を併用することが求められており，主観的睡眠評価評価はOSA睡眠評価票MA版と入
眠感調査票を用い，客観的睡眠評価はアクチグラフやシート型睡眠計が適していることが示唆された．
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Ⅰ．はじめに
睡眠は，大脳を積極的に休息させ，機能の維持する働
きを持つことや，不必要な記憶を整理して固定したりす
ることが明らかになっている（石束，1999）．また，人
は一日をサイクルとしてリズムを持って生活しており，
サーカディアンリズムと呼ばれている（若村，2008）．
サーカディアンリズムを整えるために睡眠は重要な要素
である．
睡眠は年齢と共に変化することは広く知られている．
一般住民 3030 人を対象とした疫学調査では，全体の
21.4％が睡眠困難を訴えており，年代別に見ると 20～
39 歳では 18.1%，40 ～ 59 歳では 18.9%，60 歳以上
では 29.5% と，加齢により割合は増加している（Kim
ら，2000）．また，平成 27 年「国民健康・栄養調査」
（厚生労働省，…2017）では，睡眠に満足を感じていな
いものは，60 歳～ 69 歳で 16.9％，70 歳以上になる
と 15.0％であり，睡眠時間が短いと感じているものは，
60歳～69歳では14.4％，70歳以上では8.9％であった．
睡眠に満足を感じていない人は一定の割合でいるといえ
る．睡眠障害は，うつ病や認知症と並ぶ高齢者の三大精
神疾患といわれており（田中，2013），高齢者の睡眠状
態を改善するための介入は重要と考える．
高齢者の睡眠に対する介入方法の報告や研究は，睡
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眠に関する正しい知識を提供する睡眠衛生教育（宮崎，
2015）や就寝前に足浴を行った研究（高山，2007；古
島，2016），デイサービス等でレクリエーションを行っ
た睡眠の効果（堤，…2011；小西，…2016）など多様である．
1900 年代に入り睡眠に対して科学的な研究が行われる
ようになり，睡眠の効果を評価する方法として長く脳波
が用いられていた（大熊，1994）が，近年は質問紙を
用いて主観的睡眠評価を行った研究や生理学的データか
ら客観的睡眠評価を行った研究が見られるようになっ
た．睡眠は生理的な現象であると同時に，心理的，主観
的な体験であり，睡眠や覚醒に対する評価は客観的指標
と乖離する場合があり，睡眠障害国際分類第 2版では，
逆説性不眠症が規定されている（駒田，2013）．このこ
とから，睡眠評価には主観的睡眠評価と客観的睡眠評価
が必要と考える．睡眠の評価方法を検討した文献は少な
く，高齢者の睡眠評価方法を検討した文献は見当たらな
い．看護学分野に焦点を当てて介入研究の現状と睡眠評
価に関して検討した文献（谷田，2009）があるが，対
象者が中学生以上を対象とした看護の介入研究であり，
高齢者を対象にした場合に同様な結果がいえるとは限ら
ない．高齢者の睡眠を評価する方法として，簡便にかつ
正確に評価できる方法を検討することは，高齢者の睡眠
ケアの評価をする際に使用する，評価方法の一助となる
と考える．
…
Ⅱ．目的
高齢者を対象に実施した睡眠研究の睡眠評価方法に
関して文献検討を行い，高齢者の睡眠にどのような評価
方法を選択しているか明らかにし，高齢者を対象にした
睡眠評価の方法にはどのような方法が適しているのか検
討することを目的とした．
Ⅲ．用語の定義
主観的睡眠評価：睡眠状態や自覚症状を質問形式で
記載できる質問票を用いて評価したもの
客観的睡眠評価：測定機器を用いて睡眠中の生体現
象を数値化して評価したもの
　
Ⅳ．研究方法
1．文献検索方法
医学中央雑誌Web 版 Ver.5 で国際睡眠障害分類が策
定された 1990 年以降の文献とし「睡眠評価」と「高齢
者」のキーワードを掛け合わせ，会議録をのぞいて検索
を行い 32 件が検索された（2017 年 5 月 13 日検索）．
さらに同様のキーワードで国立情報科学研究所（CiNii）
Web で検索を行い，10件が検索された．重複している
文献等を除き，以下の内容から文献を絞り込み，引用文
献から 3件を追加し，24件を分析対象とした．…
1）対象者の年齢
高齢者を 65歳以上とした．文献の内容から高齢者を
含んでいないもの，もしくは高齢者の人数が 1～ 2名
程度で，研究結果に影響を及ぼしていると考えられるも
のを除いた．なお，高齢者以外の年齢を対象者に含んで
いる場合でも年齢別に結果を表記した文献は分析対象と
した．
2）研究デザイン
睡眠の状態を評価した文献を分析対象とした．睡眠
状態を治療の効果の評価とした文献はのぞいた．…
2．分析方法
上記の方法で選択された分析対象の文献を次の観点
から分析した．
1）睡眠評価の方法を主観的睡眠評価と客観的睡眠評価
に分け，どの方法が使用されているか分類した．
2）睡眠評価ツールとして用いられている質問紙の質問
項目や測定機器で測定できる項目を列挙し，簡便に
かつ正確に測定できる睡眠評価ツールを検討する．
Ⅴ．倫理的配慮
著作権の侵害がないよう十分留意した．
…
Ⅵ．結果
1，睡眠評価の方法
本研究の分析対象とした論文数は 24件であった．主
観的睡眠評価で評価している文献は 9件，客観的睡眠
評価で評価している文献は 6件，両方を用いて評価し
ている文献は 9件であった．
1） 主観的睡眠評価（表 1）
主観的睡眠評価で評価している 9件のうち 1種類の
睡眠評価方法を用いているものは 4件あった．日本語
版ピッツバーグ睡眠質問票は 2件，OSA 睡眠調査票MA
版，…睡眠管理表…（以下 LSEQ と略す）を改定したものが
それぞれ 1件であった．2種類の評価方法を用いていた
5件のうち 3件は，日本語版ピッツバーグ睡眠質問票を
用いていた．同時に使用した主観的睡眠評価は，Visual…
analogue…scale（以下 VAS と略す）を用いたものが 1件，…
The…Japanese…of…the…Insomnia…Severity…Index（以下 ISI-J
と略す）を用いたものが 1件，独自に作成した睡眠表
を用いたものが 1件であった．自己記入式睡眠評価尺
度（以下 SEQ と略す）と短縮版 POMS，OSA 睡眠調査
票MA版と入眠感調査票がそれぞれ 1件であった．…
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表 1　主観的評価を用いた文献
表 2　 客観的評価を用いた文献
表 3　主観的睡眠評価と客観的睡眠評価を用いた文献
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表 4　睡眠評価ツールと睡眠評価項目
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2） 客観的睡眠評価（表 2）
客観的睡眠評価で評価している 6件のうち測定装置
を 1 種類のみ用いているものは 4 件であった．脳波，
眼球運動，頤筋筋電図，心電図，呼吸フロー，呼吸努力，
体位，血中酸素飽和度，前脛骨筋筋電図等の同時記録…
（以下 PSG と略す），シート型睡眠計，SLEEPWatcher，
アクチグラフが，それぞれ 1件であった．2種類の評価
方法を使用しているものは 2件で同じ組み合わせはな
く，携帯型脳波記録装置とアクチグラフ，シート型睡眠
計とアクチグラフであった．…
3） 両方で睡眠評価しているもの（表 3） 
主観的睡眠評価と客観的睡眠評価の両方を用いてい
るものは 9件であった．主観的睡眠評価にOSA 睡眠調
査票MA版と入眠感調査票，客観的睡眠評価にアクチグ
ラフを用いているものは 2件，主観的睡眠評価に OSA
睡眠調査票MA版を用い，客観的睡眠評価にアクチグ
ラフを用いているものは 2件あった．客観的睡眠評価
にシート型睡眠計を使用しているものが 2件あったが，
主観的睡眠評価には起床時調査票を使用しているものが
1件，VAS と睡眠日誌を用いているものが 1件あった．
睡眠日誌と主観的睡眠評価票を主観的睡眠評価に使用
し，客観的睡眠評価にアクチグラフを使用しているもの
は 1件，同じアクチグラフを使用しているものが他に
1件あったが主観的睡眠評価には生活行動記録を使用し
ていた．主観的睡眠評価に SEQと自覚症状調べを用い，
PSG を客観的睡眠評価に用いているものが 1件あった．
2，睡眠評価項目について
分析対象論文で睡眠評価に使用された項目を列挙し
た（表 4）．主観的睡眠評価の項目は○，客観的睡眠評
価は●で表示した．…
1）主観的睡眠評価で使用しているもの
最も多かったのは，OSA 睡眠調査票MA版を用いて
評価しているもので 6件あり，全て同じ項目を評価し
ていた．起床時調査票は 1件が用いており，就寝時刻，
起床時刻，主観的睡眠感，寝心地を評価していた．睡眠
日誌を用いたものは 2件あり，就寝時刻と起床時刻は
全て評価していた．2件のうち 1件は，睡眠時間，入眠
時刻，睡眠潜時を評価していた．VAS を用いたものは 2
件あり，主観的睡眠感を評価しているものとストレス度
を評価しているものであった．日本語版ピッツバーグ睡
眠質問票とピッツバーグ質問票を用いたものは 5件で
あった．睡眠時間，睡眠効率，入眠時刻，睡眠の質，睡
眠困難，睡眠薬の使用，日中の覚醒困難を評価していた
ものが 4件あった．1件は睡眠時間と睡眠の質を評価し
ていた．ISI-J を用いたものは 1件で，評価した項目は，
寝つき，睡眠困難，睡眠パターン，日中の活動量，早朝
覚醒であった．SEQは 2件であったが，どちらも寝つき，
起床時の眠気，起床時の気分，睡眠の質，現在の気分で
あった．短縮版 POMS は 1 件で，疲労回復と日中の活
動量，緊張を評価していた．入眠感調査票は寝つきを評
価していた．独自の睡眠質問票を作成していた 1件は，
就寝時刻と起床時刻を評価していた．主観的睡眠評価は
1件あり，寝つき，起床時の気分，主観的睡眠感，中途
覚醒，理想の睡眠時間を評価していた．自覚症状調べで
は注意集中の困難を評価していた．生活行動記録では就
寝時刻と起床時刻が調査されていた．
2）客観的睡眠評価で使用しているもの
アクチグラフを用いて評価しているものは8件であっ
た．睡眠効率は全て評価項目にあげていたが，睡眠時間，
睡眠潜時，昼寝，日中の活動量，覚醒回数，覚醒は研究
目的に合わせて必要な項目を評価していた．PSG を使用
しているものは，2件であった．脳波と眼球運動，心拍
数はどちらも評価項目としていたが，筋電図，深部体温，
呼吸数については 1件が評価していた．シート型睡眠
計は，睡眠時間，起床時間，就寝時間，睡眠潜時は 3件，
睡眠効率，睡眠の質，覚醒回数，離床回数を 2件，離
床時間を 1件が評価項目としていた．SLEEPWatcher は
1件で，脳波，眼球運動，筋電図，呼吸数を測定していた．
携帯型脳波記録装置は，脳波，眼球運動，筋電図，呼吸
数，心拍数であった．
Ⅶ．考察
1．評価の選択方法
高齢者の睡眠評価は，主観的睡眠評価・客観的睡眠
評価・両方を用いた睡眠評価，で分析を行ったが，どの
方法が有効か明確に言える結果はみられなかった．
主観的睡眠評価を使用している 18件の文献で使用さ
れている主観的睡眠評価は延べ 28件で，そのうちOSA
睡眠調査票MA版を使用したものは 6件，…日本語版ピッ
ツバーグ睡眠質問票とピッツバーグ質問票は 5件，入
眠感調査票は3件で，VASと SEQはそれぞれ 2件であっ
た．OSA 睡眠調査票MA版やピッツバーグ睡眠質問票
といった標準化された質問票を使用することで，先行研
究の結果と比較することができ，独自に作成するよりも
好ましいと考える．…OSA 睡眠調査票MA版は，OSA 睡
眠調査票を改定し，…睡眠障害の抽出より睡眠感の質の分
析に重点が置かれ，健常者に適している事と少ない質問
項目で構成され，中高年でも使用しやすいように 4件
法が採択されている事が特徴である（駒田，2013）．こ
のことから，高齢者が使用するのに適しているといえ
る．しかし，OSA 睡眠調査票MA版では入眠の評価が
できないため（山本，2003），入眠感調査票等を併用す
ることが推奨されている（日本睡眠改善協議会）．入眠
感調査票は標準化された入眠内省評価であり，項目数は
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9 項目である（山本，…2003）．本研究結果にも OSA 睡
眠調査票MA版と入眠感調査票を併用している文献が
3件あった．しかし，3件共に同一研究者であることや
OSA 睡眠調査票MA版を単独で使用した文献が 2件あ
ることから，OSA 睡眠調査票MA版と入眠感調査票な
どの入眠の評価ができる調査票の併用が，推奨されてい
ることは，広く知られていない可能性がある．
客観的睡眠評価を使用している 19件の文献で使用さ
れている客観的睡眠評価は延べ 23であった．シート型
睡眠計の有効性を PSG を用い，明らかにした研究 1件
を含んでいるが，アクチグラフは 10件，シート型睡眠
計は5件，PSGは3件でアクチグラフの使用が多かった．
アクチグラフは小型軽量で内蔵している加速度計によっ
て活動量を検出する装置で腕時計式が多い．対象者のラ
イフスタイルを大きく干渉することがないものである
（榎本，2009）．シート型睡眠計は布団やマットの下に
敷き，身体に触れることなく睡眠状態を測定できる．実
際にシート型睡眠計を使用した研究結果では，対象者か
ら使用に伴う苦痛は聞かれていない（佐々木，…2016）．
以上のことから，活動量と睡眠を測定する場合はアクチ
グラフが簡便に使用できると考えられる．しかし，直接
身体に装着することから皮膚が脆弱な高齢者の場合は装
着部位の観察を頻回に行う必要がある．また，認知機能
が低下している高齢者は無意識にアクチグラフを外して
しまう危険性も考えられる．実際に認知機能が低下して
いる高齢者に使用した文献では，無意識に器械をはずし
てしまう危険性を回避するために，非利き腕の肘上，片
麻痺のある場合は健側の肘上へ装着した（角濱，2002）
といった工夫がされていた．睡眠の状態のみを測定する
研究であれば，シート型の睡眠計が身体直接接触しない
ことから，高齢者には適しているといえる．
研究者は研究目的に合わせて測定機器を選択してい
るが，同じ測定機器を使用している場合が多い．これは，
多くの測定機器を準備することは困難であることは容易
に想像できる．米国睡眠学会において PSG がゴールド
スタンダードとして推奨されている（榎本，2009）．し
かし，これらの方法は人手を多く要し，電極を装着する
ため対象者装着時の侵襲も考えなければならない．侵襲
により睡眠に影響することと，電極の装着は皮膚に損傷
を与える事も予測し観察していく必要がある．また，測
定結果の解析においても専門的な知識が必要とされ，対
象が多い場合は人的負担も考えられる．
睡眠は生理的現象であると同時に，心理的，主観的
な体験であり，客観的睡眠評価は必ずしも主観的評価
と一致していないことは明らかである（2013…，駒田）．
以上のことより，どちらか一方ではなく睡眠を正確に評
価するために，主観的・客観的に睡眠を評価する方法を
併用することが求められる．
2．睡眠の評価項目について
主観的睡眠評価に最も多く用いられているものは 6
件で，OSA 睡眠調査票MA版であった．これは，睡眠
内省や睡眠の質を調べる質問紙として先述したように高
齢者への使用目的に開発され，標準化されている．高齢
者の使用目的に開発されたことから，この調査票の項
目数 16項目が高齢者の主観的睡眠評価の基準として考
えられる．…日本語版ピッツバーグ睡眠質問票とピッツ
バーグ質問票は 5件であった．この質問票は睡眠の質
を評価するために 1989 年に Buysse によって開発され，
その後，土井らにより日本語版が作られている（宮崎，
2011）．項目数は 19項目であるが，過去 1ヶ月間とい
う時間枠を設定し質問している．今回検討した文献の中
で足浴の有無による睡眠の効果を比較した論文では，介
入前後の日数が 1週間で本来の目的で使用されていな
かった．睡眠日誌は，日常の睡眠覚醒リズムや睡眠習慣
を把握する目的で使用され，統一した様式はなく，数週
間から数ヶ月記録することを目的としている．分析対
象論文の 1件は，睡眠評価項目は就寝時刻と起床時刻
であり睡眠日誌の使用は必ず必要であったかは疑問で
ある．他の 1件は研究目的が睡眠日誌とシート型睡眠
計の比較であった．睡眠日誌はその性質から標準化が
困難であるため，厳密には質問表とはいえない（宮崎，
2011）とも言われている．VAS は 100…mmの線の両端
に「全く眠くない」「非常に眠い」などの単語を記し，
その現在の状態を示すものなので，簡便である．しかし，
VASの反応が一点に集中する場合があり，注意が必要（駒
田，2013）と言われている．SEQ は 10 項目からなり
10cm のライン上に回答する VAS 形式である．…VAS は
先述したように反応が一点に集中する場合があることが
考えられる．短縮版 POMS は気分・感情状態を測定す
る尺度であるが，項目数は 30項目ある．分析対象文献
では，そのうち8項目を使用して睡眠の評価としており，
睡眠評価に直接影響しない項目が多く含まれていると考
えられる．自覚症状調べは作業に伴う疲労を調査項目に
していることから，高齢者の睡眠評価に適切とは言い切
れない．主観的睡眠評価はおおよその睡眠の量や個人の
睡眠パターンを評価することは有効であるが，睡眠の質
を正確に把握することは難しいといわれており，先述し
たように OSA 睡眠調査票MA版は睡眠の質評価を目的
に開発されている．使用の際には，高齢者の認知機能や
視力の低下や老眼などの身体的な加齢変化を考えると負
担が少ないほうが好ましい．
客観的睡眠評価はアクチグラフやシート型睡眠計を
使用したものが多かった．このアクチグラフや睡眠計は
PSGで測定した結果と高い一致率があることが知られて
いる（Serizawa，2009；宮田，2009）．このことから，
PSG や SLEEPWatcher といった大掛かりな測定装置を
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使用せず，睡眠状態を把握できると考える．先に述べた
ように，高齢者の皮膚は若年者と比較し脆弱であること
から，体に装着するアクチグラフを使用する場合は，皮
膚トラブルを起こさないようにする必要がある．…
以上のことから主観的睡眠評価には評価項目が少な
い OSA 睡眠評価票MA版と入眠感調査票を用い，客観
的睡眠評価は活動性と睡眠を評価する場合にはアクチグ
ラフが適していると考える．高齢者の皮膚の観察が重要
であり，認知機能が低下している可能性がある高齢者に
使用する場合は，装着部位を非利き腕の肘上，片麻痺の
ある場合は健側の肘上など工夫する必要がある．睡眠の
みを評価する場合は，身体に触れることがないことから
睡眠を妨げることなく使用できるシート型睡眠計を用い
ることが適していると考える．　
Ⅷ． 本研究の限界と課題
本研究では，医学中央雑誌と CiNii の 2 つの検索ツー
ルを用いたが，睡眠の評価方法は近年著しい進歩が見ら
れることから，十分に睡眠の評価方法を網羅していると
は言いがたい．今後も国内外の文献に目を向けデータを
蓄積し，簡便で正確に評価できる方法を検討していく必
要がある．…
Ⅸ． 結論
高齢者の睡眠評価を行う場合，主観的評価には OSA
睡眠調査票MA版と入眠感調査票の併用と客観的評価に
は研究目的に応じアクチグラフ，またはシート型睡眠計
の使用が良いと考えられ，アクチグラフの使用の際には，
装着部位の観察や非利き腕の肘上への装着，片麻痺のあ
る場合は健側の肘上への装着など工夫が必要である．
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